





Cervical Enamel Projection on the Mandibular Molars





















































































































































































報　告　者 人　種 材料 部位 0 1 ∬ 皿 Iin　％ n　％ n　　％ n　元 n　％ 計





























ア10．29 29（42．65） 2〔2．94） 68
U8

















1 皿 口 血
報　告　者 人　種 材料 部位 n　％ n　％ n　驚 n　乞 n　熔 計

































頭蓋骨 翻 1323．21T3（94．64）916．07R（5．36 4　7．14 2850．00）2（3．57｝ 56T6
















































0 1 旺 1 Ii
報　告　者 人　種 材料 部位 n　ズ n　髭 n　％ n　　驚 n　％ 計
















II 21（50．00）21（46．67｝42（48．28｝1皿1 5（5．68） 6（7．06｝川6．36）
1亙 2（4．76） 2（4．44）（4．60）1垣口 1｛1．14） 1い．18｝ 2い．16）IE 5（11．90｝5（11．11）10（11．49）1頂1 2（2．2η 1（L18）3（1．73）
皿1 1（2．22） 1（1．15｝11iO1（1」4） 1（0．58｝
‘1 1（2．38） 1い．15｝H｝1 1｛1．18） 1（0．58）
冨亙 2（4．76） 1（2．22） 3（3．45）皿00 1（1．14）1（L18）2（U6）42 45 87 皿頁1 2（2．27） 2（2．35｝ 4（2．31）0004（4．55｝ 6（7．06｝10（5．78虹10 1（L14） 1（0．58｝0013（3．4η 2（2．35｝5｛2．89）団II 3（3．53） 3｛1．73）OIOη（12．50） 9（10．59）20m．56）亘冨1 1（1．14｝ 1（0．58）OII6（6．82）3（3．53》 9（5．20）五ロロ 1い．川 1（1．18｝2（1．16）0101（1．14｝ 1（1．18｝ 2（1．16）IiOI1（1．14） 1｛0．58）
0亙1O10
1（1．14｝2｛2．27）；8二；ll i｛鵠 1；IIhiI●‖溜 1（1」8） （81詔100P011い．14） 1い．18）1（L18） 1｛；：瑠 北皿Oh∫口1 1（1．14） 1｛1．18） 1（0．58）1（0．58）IIOη（19．32》11（】2．94）28n6．18）Ii∬口 1口．18） 1（0．58）III13｛14．77｝17（20．00）30（17．34｝計 88 85 173









































00035（39．77）35（41．18）70（40．46）0011（1．14） 3（3．53） 4（2．31）OIO5（5．68） 1い．18） 6（3．47）OII1（1．14）4（4．71） 5（2．89）10016（18．18）16（18．82）32n8，50）1013（3．41） 1い．18） 4（2．31）IIO11（12．50）13（15．29）24（13．87）III16（18．18）12（14．12）28（16．18）
計 85 173
表4－1：歯頸線と歯槽縁間の距離（下顎第1大臼歯頬側）
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図6：歯槽部の吸収の弱い例（1）
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図7：歯槽部の吸収の弱い例②
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　図8：歯槽部の吸収の強い例（1）
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　図9：歯槽部の吸収の強い例②
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考 察
恩田他：下顎大臼歯の歯頸部ほうろう
　出現状態：歯頸部ほうろう突起は頬面で第2大
臼歯に最も多く現われ，次いで，第1大臼歯，第
3大臼歯の順である．また，突起が分岐部まで延
びたIII型は第2大臼歯に最も多く，次いで第3大
臼歯，第1大臼歯の順である．この様に歯頸部ほ
うろう突起は第2大臼歯にインド人を含めて，ほ
とんどの人種で最も多くみられ，人類進化の程度
を知ることは困難であると考える．Pedersen，　et
al．i6）も，原始的形質であるとしたLeighの意見に
反対し，系統発生学的な意味はないとのべている．
　また，奥村は歯根分岐の強い歯牙に突起がみら
れるとのべているが，第1大臼歯に高率にみられ
なかった．この様なことerk　Leib，　et　al．li｝も記して
いる．
　舌面における歯頸部ほうろう突起は，第1大臼
歯で最も多く，次いで第2大臼歯，第3大臼歯の
順である．頬面は各歯とも歯頸部ほうろう突起を
50％以上有するが舌面では50％以下である．また，
舌面でII度以上の突起は稀である．
　人種差：Pedersen，　et　al．16｝らデンマーク人とエ
スキモー人を比較して，歯頸部ほうろう突起はエ
スキモー人に高率に現われるとのぺている．また，
日本人に高率にみられることは川崎他1°）らが報告
しているが，いずれも全出現頻度で人種間の比較
をしている．しかし，1度の出現率は観察者によ
り差が生じやすい．そこで，III度あるいはII度と
HI度の出現頻度を比較すべきだと考える．インド
人は全体の出現率は日本人に近い値であるがIII度
はアメリカ人に最も近い値を示した．
　歯周疾患との関係：歯頸部ほうろう突起の存在
は歯槽部上縁の吸収を起こすと阿部1，は下顎骨を
観察してのべているが，表現に正確さを欠くので，
歯頸線と歯槽縁間距離を計測して，歯頸部ほうろ
う突起の発育度との関係を調査した．いずれの歯
牙も突起の強い方が吸収も強いが阿部1）の報告ほ
ど強い影響はみられない．歯周疾患は他にも原因
がある様である．また，歯槽部の吸収は第1大臼
歯部に最も強く現われ，後方に行くに従って少な
い．
結 論
インド人下顎骨130例に植立した下顎大臼歯に
みられる歯頸部ほうろう（エナメル）突起につい
て，その出現率を調べ，また，歯頸線と歯槽縁間
距離を計測し，次の結果を得た．
　1　出現率
　第1大臼歯頬面は1度が最も多く61％，次いで
0度28％，III度5％の順である．
　舌面は0度が最も多く50％，次いで1度が49％
でII度が0．38％みられる．
　第2大臼歯頬面は一度が62％で最も多く，次い
で0度が10％，III度が19％で，下顎大臼歯中最も
高率にみられる．
　舌面は0度が65％，1度が35％である．
　第3大臼歯頬面は1度が最も多く47％，次いで
0度が45％，III度力16％である．
　舌面は0度76％と1度24％である．
　2　歯頸線と歯槽縁間の距離
第1畑歯部頬側は0度で平均2．48㎜，1度
で平均2．65mm，最大11．5mm，　II度で平均3．21
mm』度で平均3．58㎜である．
第2畑歯纐側は0度で平均2．02㎜，最大
4．5㎜，1度で平均2．31㎜，最大6．5mm，　II
度で平均3．20mm，最大6．5mm，　lll度で平均2．46
mmである．
　第3大臼歯部頬側は0度で平均1．32　mm，最大
3．5mm，1度1．55　mm，最大4．5㎜，　II度で平
均1．83　mm，　m度で平均1．90㎜である、
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